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中村 誠

駒沢大学北海道教養部地理学科

は じ め に

この報告は、1977年7月19～21日 の3日 間駒沢

大学北海道教養部地理学科が行なった調査(荒 田

治 ら、1979)の 問題点について再調査 した結果で

ある。前の調査の報告は、知床博物館研究報告第

1集P30～P39に 掲載されており、今回の報告は

新 しく分った事、もしくは調査により変 える必要

のある事 がらだけを記載することにする。今回使

用 した資料の中には1978年 夏駒沢大学(東 京)の

地質ゼ ミ夏の巡検で調べた資料、ボー リング柱状

図などが多くあり、深 く感謝する。

調 査 概 要

今回の調査 は1979年 夏の8月 中旬～9月 中旬の

1ヶ 月行 なった。おもに斜里岳北部の三井 ・来運

富士の台地 を中心 として行ない、砂丘では砂の採

取 を行なった。

調査地点 を表わしたのが図1で ある。中斜里の

南1kmの 場所に東西500mに 及ぶ大きな露頭があ

り、はっきりと断面 を見ることができた。おもに

この地域 を中心 として調査 を行ない、その他ボー

リングの資料などで図面の書 き変 えを行った。

砂 丘

斜里平野海岸沿いに砂丘列があり、ほぼ東西 に

のびる湾曲 した6列 に区分することがで きる(荒

田マ台ら、1979)0

1.砂 丘列の湾曲について

この ことについては荒田治 ら(1979)が ふれて

いる以上のことは、今回の調査では明らかにする

ことができなかった。

2.古 斜里湾の河口変遷について

斜里川の河[は 現在斜里の市街地 にあり、幾品

川、秋の川などと合流 しているが、古斜里湾の時

代(現 在より海水面が5～7m高 かった と考えら

れる時代)に は、以下の理由で、斜里町市街地東

方1～6km付 近 に あ っ た と考 え られ る。 荒 田 治 ら

(1979)に よ る一 番 内 側 の 砂 丘1が こ の場 所 だ け

分 布 して お らず 、H～IVの 砂丘 列 は1の 東 端 か ら

枝 分 れす る よ うに延 び、Hは ほ かの そ れ よ り湾 曲

が著 しい。 こ れ ら を考 え合 わせ る と 、 この場 所 が

斜 里 川 、 幾 品 川 が流 れ て い た 古斜 里 湾 の河[で あ

った と考 え られ る。

現 斜 里 川 河 口 には 、 い くつ か の遺 跡 が分 布 して

い る(図2)。 遺 跡 を二 枚 の火 山灰 の 下 、 間 、上 の

三 つ の 時 代 に 分 け て み た。 下 の 火 山 灰(黄 白色 ・

降 下 軽 石 ・km-5a?)は 、斜 里 川 河 口西 側 の残 丘

面 に そ っ て覆 っ て お り、 こ の火 山灰 下 の 遺 跡 は砂

丘1の 海 側 に も分 布 す る。 した が っ て、 斜 里 川 河

口 は この 火 山 灰(軽 石)が 降 っ た 時 に は、 す で に

斜 里 市 街 地 にあ った と考 えられ る。km-5aは 約500

年 前 に降 下 した もσ と考 え られ る か ら約500年 前

には も う河 口 で あ っ た と考 え られ る。

なぜ 河 口 が移 動 した か?そ の 原 因 は不 明 で あ る。

3.砂 丘 列 の構 造

図3は 、 各 砂 丘 の 内部 構 造 を図 に した もの で あ

る。 砂 丘Wを 除 く1～Vに は 、 黄 白色 降 下 軽 石 層

(粒度0.1～0.3cm・ 層 厚5～10cm)が の っ て い る。

この軽 石 は 、 先 に書 い た と お り、斜 里 川 河 口 の残

丘 にの って お り、 また 、 平 野 部 の泥 炭 層 に も は さ

まっ て い る。 こ れ はkm-5aだ と思 わ れ る(荒 田 治

ら、1979)。 砂 丘1～VIの6列 全 部 に灰 白色 火 山 灰

(層厚3～5cm)が の っ て い る。 朱 円 西 北 の 放 水

路 の 砂 丘VIで は 、2枚 見 られ るが 、 上 の1枚 は下

の二 次 物 だ と思 わ れ る。 砂 丘VIの うち、 市 街 地 東

500mと 斜 里 川 河 口 西側 の 間 で は 、1枚 しか見 ら

れ ない 。

4.砂 丘 砂 の粒 度 分析

今 回 は 、 各 砂 丘 列 の 形 成 時 の海 面 高 度(基 底 砂

州 高 度)を 知 る た め に粒 度 分 析 を行 な っ た。 砂 丘

砂 は採 集 可 能 なHとVIに つ い て 行 な っ た。 表1は

分析 結 果 を表 に した もの で あ る。 ○ の 中 の数 字 は
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畷e-a .上

西e-a～Km-5a

くm-5a下

ア イ ヌ時代

擦 文 時 代 中期 ～ 後 期

擦文前・オホーツク・続縄文・縄文時代



知床 博 物 館 研究 報 告 ・第2集 ・1980

m

O

-

9
白

15

10

5

0

ll
15

10

5

・[rrrT蕪 一

火山灰

軽 石

!〃/〃!黒.砂

一 層 理

10

5

0

250 500(m)

25 50 75 100(m)

図3砂 丘 断 面 図

表1砂 丘砂の粒度分析
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図1中 の採集地点 を表わし、そのFの 数は採集地

点の最高高度からの距離を示す。地点①③は砂丘

VIで②が砂丘Hで ある。

低 地(沖 積 平 野)

図4は 、 荒 田 ら(1979)の 地 形分 類 図 に 今回 の

調 査 で 明 らか に な っ た点 を 書 き足 した もの で あ る

が、 本 質的 な点 は ほ とん ど変 化 は な い。

1.表 層地 質

5図(a)(b)と6図A、B、Cは ボ ー リ ン グ

デ ー タの増 加 に と も な い 書 き直 した 図 で 、 や り方

は 荒 田 ら(1979)と 同 じで あ る。 荒 田 ら(!979)

で 書い た洪 水 流 に つ い て は1ヶ 所 で しか 見 る こ と

が で きず 、 は っ き り と した こ とは 不 明 だ が 、図7

は そ の模 式 図 で あ る。

台 地

斜里平野南部の台地は、斜里岳山麓の トを覆 う
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屈斜路起源の火砕流堆積物、これを削る砂礫層と、

これ ら2つ を覆い現地表面に切 られる火山灰層か

らなっている。図8は 中斜里一南lkmの露頭スケッ

チ図で'ある。

1.屈 斜路起源の火砕流堆積物

佐藤(1968)の 屈斜路岩津流堆積物、荒田治 ら

(1979)の 軽石流堆積物 に相当するものである。

以後、火砕流 とす る。

灰色または、灰白色の火山砂で稿状の軽石 を含

む。軽石は大 きい物で30～40cmの 物がある。層厚

は下限が不明なため分 らないが、中斜里一南では、
5～15mほ .どの層厚 を見ることがで・きる。層状は

場所により多少違いがある。川上橋付近では淡暗

灰色 をなし、上部は軽石 と砂礫 がまじり境界不明

と な っ て い る。 こ こ で 軽 石 の最 大物(40×50cm)

が境 界 付 近 に 見 ら れ た。

川 上 橋 か ら一南2kmの 露 頭 で は2層 見 ら れ、 上部

は灰 緑 色 で 軽 石3×3cmを 含 む。 下 部 は 灰 臼 色 で

上 層 よ り軽 石 が 少 な い。 マ トリ ッ クス は 両 者 と も

細 粒 灰 白 色 砂 で岩 片 は 含 ま な い 。 上 層 の層 厚 は4

mで 、2枚 の 火 砕 流 と考 え る よ り、 下 部 層 の2次

物 また は風 化 物 と思 わ れ る。

越 川 九 号 橋 南 の 美1幌面 と 三井 農 場 面 の境 で は 、

暗 灰 色 で 全 体 的 に脆 くな っ て い た。

2.砂 礫 層

砂礫 層 は 火 砕 流 を切 った 谷 に の み あ る。 この 砂

礫 層 は 佐 藤(1968)荒 田 ら(1979)阪 口(1959)

らの 定 義 した 美幌 一面に あ た る。

図8 中斜里南1kmの 露頭スケッチ図

xx火 砕流堆積物

琴實 砂 礫

90吟 火山灰

ク:/現 地表面(沖積面:
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中 斜 里 の 南 、卵孚化場 川 とペ ケ レ イ川 に は さ ま れ

た 台 地 で は12～15mの 層 厚 が認 め ら れ た 。 層 理 は

良 く発 達 して お り、 軽 石(黄 白 色)を 含 む 。 標 高

が高 くな る につ れ て 層 厚 は薄 く な り、 層 理 が不 明

確 に な る。 卿 化 場 川 の 東 側 に あ る砂 礫 採 取 所 の 露

頭 で は 、 東 一 線 よ り東 二 線 まで の 約500mに か け

て、 断 面 をは っ き り見 る こ とが で き る(例 え ば 、

図8)。

3.火 山 灰 層(斜 里 層)

こ こ で 言 う火 山灰 層 と は 、軽 石 ・ロ ー ム ・シル

ト層 の 互 層 の こ とで あ る。 層 相 は 、 黄 白色 ～ 黄 白

緑 色 を呈 す る2枚 の 軽 石 層 と、 局部 的 に 変 化 は見

られ るが 、 そ れ ぞれ の 上 位 に あた る ロ ー ム層 と か

ら成 っ て い る。 層 厚 は5土2mで あ る。 下 か ら軽

石 層 、 ロ ー ム ・シ ル ト層 、軽 石 層 、 ロ ー ム ・シ ル

ト層 と な っ て い る。
.下音陣蚤石 層 は1

～2mの 層 厚 を示 し、 色 は 灰 白

色 及 び灰(臼)緑 色 で 、 粒 度 は3～5cmの 分 級 の 良

くな い 層 で あ る。 上 部 軽 石 層 は 層 厚lm内 外 で 、

色 は灰 白 色 及 び灰 緑 色 を呈 し、 粒 度 は2～3cmで

あ っ た 。 お の お の の 上 に の せ て い る ロ ー ム ・シ ル

ト層 は 下 部 軽 石 層 の 上 位 の 方 が 薄 く、 シ ル ト ・砂

質層 か ら な る。 また 、 上 川 橋 か ら南 へ2kmの 清 里

側 の 露 頭 で は 、 砂礫 層 と認 め ら れ る状 態 で あ った。

こ れ は 山 麓 扇 状 性 の 泥 流 的 な物 が堆 積 した た め と

思 わ れ る。

4.現 地 表 面(沖 積 面)

この 層 は 腐 植 土 、 軽 石 及 び ロ ー ム層 か ら な る。

腐 植 土 は10～30cmの 層 厚 で 、 その 表 面 よ り1～2

cmほ どの場 所 に 、 臼 色 ～ 灰 白桃 色 の 細 粒 火 山 灰 層

が あ り、 この 層 は 砂 丘 上 ま で 分 布 して い る。 台 地 ・

上 で は 、1ヶ 所 で し か見 る こ と が で きなか ったが、

Me-aと 思 わ れ る。 この 下 位 には(表 面 よ り5～

10cmほ どの 位 置)、粒 度0.1～0.3mm、 層 厚40cm以

下 の 黄 白 色 軽 石 層 が あ り、 その ま ま追 って い くと

低 地 の泥 炭 の 中 に 見 る こ とが で きる。 これ は 、km

-5aだ と考 え られ る
。軽 石 の 下 位 に は 、 ロー ム化

した 茶 褐 色 軽 石 層 が あ り、 その 下 方 で は 下部 の 軽

石 層 と混 じ っ て い る。 層 厚 は1m以 下 で あ る。

5.台 地(段 丘 面)

当地 域 の段 丘 面 を面 区 分 す る と、 上 位 か ら江 鳶

面 、美 幌 面 、 止 別 面 、 三 井 農 場 面 の3つ の面 に分

け られ る(図9)。

a.江 鳶 面

清 里 町 の 東2kmに 標 高70mの 南北 に細 長 い台 地

が存 在 す る。 荒 田 ら(1979)は 、 火 砕 流 堆 積 面 の

可能 性 を言 っ た が、 露 頭 で は確 認 す る こ と が で き

な か っ た。 火 山 灰 な どの構 成 物 は未 調査 で あ る。

.b.美 幌 面

砂 礫 層 の 上 に、 斜 里 層 及 び沖 積 層 をの せ た面 を

い う。 斜 里 南 部 台 地 で の 砂 礫 層 と火 砕 流 の関 係 は

砂 礫 層 が 火 砕 流 を切 っ て お り、 そ の 谷 に の み 砂礫

層 が存 在 す る。 上 部 の斜 里 層 との境 界 は卵孚化 場 川

火山灰層 含礫砂層 礫 層 火砕流推積物 火山灰 砂 礫

図9斜 里平野南部の台地、扇状地の模式断面図

1.江 鳶面2.美 幌面3.止 別面4.三 井農場面
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東の露頭で水平となっており、汀線か、またはそ

れに近い堆積状態であったと思われる。 しかし斜

里層の軽石が降った時は、その層状からみて陸化

していたと思 われる。すなわち、美幌面 を作った

海進は、斜里層中の下部軽石が降下 した時はピー

クを過 ぎていたと考えられる。

調査地域の西縁 には小清水台地(止 別台地)の

東半分があり、その最上位面である美幌面が広 く

分布する。阪口(1959)佐 藤(1968)は これらの

美幌面が最終間氷期の海進時 に形成 されたとした。

佐藤:(1968)は 美1幌面の砂礫の直上に、屈斜路の

火砕流堆積物(軽 石流堆積物1)の 一番新 しい物

が覆っているとした。南部台地では判別すること

ができなかったが、このとおりだとすると、一番

新 しい屈斜路の火砕流堆積物の年代が、32,300土

;:888と なっているので、美幌面の砂礫 を作 った海

進 が下末吉海進と考 えられる。

荒田 ら(1979)は これを海退期に生 じた扇状地

としたが、砂礫層の層状からみて海進期の海底堆

積層であり、下末吉期に堆積 したものと思われる。

c.三 井農場面

三井農場面 とは、幾品川、奥蘂別水系の扇状地

及び美幌層 を開析 している扇状地の ことである。

艀化場川付近の 三井農場面の構成 物は、20～30

cmの 円礫で、川の運搬物であると考 えられる。

馬鈴川の標高120m付 近の構i成物は扇状地性の

礫 ではな く、粒度1cm以 下の軽石砂礫層 とでもい

うのが見られる。 これは泥流的 に流 され、堆積 し

た物だと思 われる。層状は均一 な層で、上下2枚

の層が見 られた。上位 には沖積層がのっている。

下位の砂礫層の上層は、淡茶紫色、1cm以 下の砂

礫層(軽 石 を含む)で 、層厚50cmで ある。砂礫層
　

の 下 層 は 黄 白 色 で 、上 層 よ り目 が荒 く な り、 層 中

に20×15×7cmの 亜 円 礫 も見 る こ とが で きた。 層

理 は な く、 均 一 で 、 軽 石 を上 層 よ り多 く含 む。

越 川 九 号 橋 か ら 東へ 約700mの 地 点 で は 礫 層 と

な り、最 大50×30cm平 均30×30cmの 亜 円礫 を見 た。

地 表 層 は ロー ム と砂(砂 質 ロ ー ム)の 互 層 で 、 一一

部 にkm-5aと 思 われ る黄 白色 軽 石 が レ ンズ状 に 見

られ た 。 こ れ ら をた だ扇 状 地 と した が 、 も っ と分

類 で き る と思 わ れ る。

を考えてみることにする。

1.美 幌面形成(海 進期一下末吉海進?)

・前期 谷を埋 める

・後期 汀線付近の剥

離一水平化

2.屈 斜路火砕流堆積 ・屈斜路カルデラ形成

3.三 井農場面形成開始(海 退開始?)

4.止 別面形成 ・古斜里川の侵蝕

5.最 終氷期の海退期 に扇状地形成(三 井農場

面)

6.海 進により古斜里湾形成(縄 文海進?)

7以 下は荒田ら(1979)と 同 じである。3と5

は扇状地の分類がで きなかったため、単に形成時

期 を示 したにす ぎない。4に ついては3と ほとん

ど同じ時期におきたと考 えて良い。

お わ り に

今後の問題点

(1)扇 状地 の堆積物 と面の区分

(2)小 清水台地 と南部台地の対比

(3)水 準点改測成果の分析 と地殻変動

(特に小清水台地の美幌面の変位 と傾動)

(4)市 街地東方の山地境界における断層運動

今回の調査は1ヶ 月に及び、その間、宿や調査

のための足などいろいろと御迷惑 をおかけした斜

里町立知床博物館の方々に深 く感謝するものであ

ります。
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